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１．はじめに 

「原爆文学」は広島に原爆が投下された時点か

ら始まる。初期の原爆文学作品は、広島で被爆し

た小説家の原民喜や大田洋子、詩人の峠三吉や

栗原貞子、及び歌人の正田篠枝らによって書かれ

た。彼らの作品は直接的な被爆体験に基づいて書

かれており、作品の中で「原爆の悲惨さ」や「平和

の尊さ」が強く訴えられている。以後、原爆文学と

いう名称は、「ヒロシマ・ナガサキ」と呼ばれるように

なる未曾有の悲惨な出来事や原爆（核）について

書かれた文学の総称として用いられるようになっ

た。 

私がそのような原爆の現実について初めて知っ

たのは、小学校の時にトルコ人の詩人であるナー

ズム・ヒキメット（１９０１～６３年）によって書かれた

『Kız Çocuğu（死んだ少女）』（１９５６年）を読んだか

らである。『Kız Çocuğu』は、広島で被爆死した女の

子の気持ちになって書かれたものであるが、それま

でにも反戦・平和を求める作品を書いてきたヒキメ

ットは、この詩のほか、拡大し続ける原水爆実験へ

の抗議を内に秘めた詩をいくつか作っている。外

国人（トルコ人）でも人間の生命を尊重する考え方

を基底にして「反原爆」の意思を伝える表現が可能

であることを、私はヒキメットから学んだ。そのことが、

「原爆文学」について研究しようと思った最大の理

由でもある。 

本研究の対象作家は、小説家の原民喜、大田

洋子、林京子と詩人の峠三吉、栗原貞子及び歌人

の正田篠枝である。彼らを選んだ理由は、この作

家たちが被爆者作家であり、原爆投下直後から被

爆体験を表現し始め(林京子を除く)、戦後すぐに 

 

 

 

 

自らの「被爆体験」を小説や詩などの「表現」によっ

て人々に伝えようとした文学者たちだからである。

外国人として今や世界共通の問題となっている「原

爆・核」について、その本質とは何かを考えながら、

「体験を表現へ」と努力した原民喜以下の作家が、

｢原爆｣をどう受け止め、表現したのかを本研究に

おいて考えようとした。 

 

２．論文の構成 

本論は、「はじめに」から「おわりに」まで 1600 字

詰めＡ4 判で約枚７０枚、本文の部分を 5 章で構成

している。「はじめに」で研究動機と目的、研究意

義の概略を示し、「おわりに」では、第一章から第

五章まで考察したそれぞれの作家の原爆表現の

特徴について反省を含めてまとめた。本文の 1～5

章までの概略は以下のとおりである。 

 

３．研究の経過とまとめ 

小説家・詩人の原民喜の場合、被爆体験を表現

することで最も重要なのは「書き残さなければなら

ない」という意識であった。彼は、作家は「書き残

す」責任があるという意識を常に持って、体験した

ことを『夏の花』（１９４７年）などの作品で冷静に表

現し続けた。 

大田洋子も、原民喜と似たような点から被爆体

験を書き始める。それは「書くことを急ぐ」ということ

であるが、これは被爆による原爆症にかかって死

ぬという恐怖があったためで、目撃したことをいち

早く記録（表現）しようとした。大田洋子は、被爆後、

原爆だけをテーマとした作品を書くようになる。被

爆体験を基に最初に書いた『屍の街』（１９４８年）は、

疎開先で一枚の紙、一本の鉛筆をさえ買えない状

況の中で、作家としての矜持を頼りに書いた作品

であった。 
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峠三吉は、その短い生涯において被爆体験を

詩の形で表現しただけでなく、積極的に原水爆禁

止・反戦平和運動に参加した詩人である。そして、

彼は作品の中で被爆体験を表現すると同時に

人々を反戦・反核運動へと呼びかけた。というのも、

彼にとって人々に原爆（被爆）の真実を知らせるこ

とだけでは十分でなく、被爆者以外の人々も原爆

の真実を理解して欲しい、そして反原爆の意識を

持ってもらいたいと熱心に思ったからであった。そ

れ故に、彼は世界に向かって「永遠の平和」のため

に戦おう、と呼びかけたのである。 

詩人栗原貞子も、「世界の終わりを思わせる情

景」を体験（目撃）して、被爆体験を基にした表現を

中心にいち早く文化活動を始めた人間である。そ

の中でも印象深い作品は、日本の「戦争」責任とい

う考えを含んだ作品「ヒロシマというとき」（１９７２年）

である。彼女は、被爆者（日本人）が実はアジアや

中国大陸・朝鮮半島などにおいて加害者であり、

広島の原爆はその帰結であることを指摘したが、こ

れは他の被爆者作家と違って大変ラジカルなもの

であった。 

また、原爆症による乳癌で亡くなった正田篠枝

は、広島の被爆体験を短歌の形で表現し、冷戦時

代の核軍拡競争下の全世界が危険な状況にある

ことなどを訴えた。占領軍のプレス・コードをかいく

ぐって刊行した歌集『さんげ』（１９４７年）は、特筆す

べき彼女の表現であった。 

林京子の場合、他の被爆者作家と違って被爆す

る前は１５歳の少女であり、当然作家活動をしてい

なかったが、被爆から３０年後に被爆体験を基にし

た『祭りの場』（１９７５年）でデビューしたという特徴

を持っている。それに、林京子は生まれたときから

約１４年間海外（中国・上海）で生活するという経験

を持ち、日中戦争を少女期に経験していたこと、そ

して１９８５年から３年間「敵国」アメリカで生活したこ

とから、他の被爆者作家と異なる視点を持って表現

してきた。 

以上のように、「原爆（被爆）」体験は、それぞれ

の作家によって様々な形であったが、それはまた、

それら作家の被爆体験の受け止め方、表現する方

法も異なっているということを意味し、その結果「原

爆文学」は多様性を持った「体験の表現」になった。

しかし、表現の仕方は異なっていても彼らの表現に

は共通点がある。それは、全員が最終的には「核

のない世界」の実現、「世界平和」を訴えているとい

うことである。つまり、彼らは表現を通して、彼らの

共通の希望であった「核の無い世界」の実現を目

指していた、ということである。 

 

４．課題 

６人以外の被爆体験を持つ文学者について十

分な研究が出来なかったので、今後研究を進めて

行く必要がある、と考えている。 また、原爆文学は

被爆者作家の表現だけでなく、非被爆者作家の表

現をも含む幅広い文学である。修士論文において

時間的な制約や資料収集不足のため非被爆者作

家の表現に触れることができなかったが、博士課程

への進学後、「原爆文学」をより総合的に論じるた

めに６人以外の被爆者作家の表現に加えて非被

爆者作家の表現にも言及したいと考えている。さら

に、戦後文学史における原爆文学の位置について

はほとんど触れることができなかったが、この点も今

後の課題の一つである。 
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